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京丹後市立大宮中学校 

令和６年４月 17 日 

      No.１ 

「一生懸命」という言葉に込めたのは、何事にも

一生懸命に取り組み、全員で活動したいという思

いです。 

そして、このタイトルに加えて、伝えたい言葉があ

ります。 

「一生懸命はかっこいい」です。 

やっぱり、何事も一生懸命に行うことはかっこい

いです。その一生懸命な姿を認め合い、できなかっ

たり、間違えたりしたときは、みんなで助け合えるよ

うなクラスにしていきましょう。 

 

いろいろな色が合わさってきれいに輝く虹のように、一

人一人が大切にされ、自分らしくいられるクラス、一人

一人の力を合わせて輝けるクラスにしたい！という願い

を込めて、【RAINBOW(虹)】というタイトルにしまし

た。ここにいる３６人で協力し楽しく、居心地の良いクラ

スを創っていきましょう！ 

先のことを案じていても始まらないので、成り

行きに任せるのが良いという意味のことわざで

す。今日どんなことがあっても、明日は必ず新し

い一日が始まります。そして、明日は今日とは違

う風が吹いているかもしれません。その風に乗っ

て、新しいチャンスや希望が舞い込んでくる可能

性もあります。心配よりも行動する心を大切にし

てほしいという思いを込めました。 

陸上の「三段跳び」という競技を知っています

か。３回連続でジャンプしてどれだけ跳んだのかを

競う競技である。１回目をホップ、２回目をステップ、

３回目をジャンプという。続けて「ホップ・ステップ・

ジャンプ」。 

この三段跳びにおいて、重要なのが、「ステッ

プ」。普通、１回目と３回目は思い切り跳ぼうとする

が、真ん中の２回目は難しい。簡単には上手く跳べ

ない。この「ステップ」を制する者が勝利する。 

つまり、３段階あるものについては、２段階目をど

うやるかがポイントです。２年生をどう過ごすかで、

中学校生活が充実したものになるかが決まります。

ぜひとも、充実した中学２年生を過ごしてもらいた

いという思いを込めて、「ステップ」にしました。 

担任の先生の思いがこもった・・ 

 

 

 

 大宮学園では、自分も仲間も大切にする人権教育を基盤において教育活動を行っています。それは、

これからの時代を担っていくみなさんに、夢や希望をもって未来を切り拓く、心豊かでたくましい人

に育ってほしいと願っているからです。 

 みなさんの担任の先生は、「こんな生徒に育ってほしい」「こんなクラスを作りたい」という思いを

もって日々指導にあたっています。その思いがこもったものが、学級通信のタイトルです。第１回の

「人権だより」では、その熱い思いを特集します。 

一生懸命 

RAINBOW 



架け橋  

Let It Be 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ビートルズの有名な楽曲になっているタイトル

です。ビートルズはこの曲について、「世の中にい

る傷ついた心をもった人々も、この言葉を口ずさ

んでいれば道が開ける」と言っています。これか

らあらゆる面でリーダーとして動くことが求めら

れる３年生。上手くいくことばかりではなく、あら

ゆる困難や壁に当たることが今まで以上に増え

ると思います。それでも、そこで終わるのではな

く、自分なりに道を切り拓いて進んでいくことが、

やり遂げることに繋がり、自分を一回りも二回り

も成長させると思います。まさに、これからのみん

なにふさわしく、この一年でさらに飛躍した成長

を遂げる姿を楽しみに、今年度のタイトルを「Let 

It Be」にしました。 

 人権学習の講演で出てきた言葉です。覚えてい

ますか？性的マイノリティを理解し、支援する人のこ

とですが、もともとの意味は「結ぶ」「同盟する」

「味方」といった意味の英単語です。 

クラスみんながそれぞれの個性を理解し、お互い

に応援できる人であってほしいですし、私自身も３

組みんなの応援者であるという意味を込めました。

またこの１年大切にしてほしい３つのこと、Action

（行動する、やってみる）、Learning（学ぶ）、

LoveYourself（自分を大切にする）の頭文字をあ

てました。たくさんのことに挑戦し、たくさん学び、自

分に良いところがあると自信を持って頑張れる１年

にしていきましょう。 

 ２年３組には２７人の仲間がいます。一緒になったのも

何かの縁です。苦しいこともあるかもしれませんが、仲間

とともに助け合い、支え合って、みんなで思い描いたその

先へ真っ直ぐに歩んでいける。そして、この１年を３年生

に繋がる架け橋にしたいという気持ちを込めて、学級通

信のタイトルを『架け橋』にしました。最高の１年にしまし

ょう！！ 

人にはそれぞれ得意なことや不得意なこと

もある。人それぞれ好きなことや個性（色）が

あり、仲間にも同じように個性（色）がある。そ

れぞれの良さや個性（色）を認め合い、混ぜ

合わせて成長していける学級にしてほしいと

いう思いを込めて、このタイトルにしました。 

初めて勤務した学校の校長先生が、教壇に立つことに不安を抱

いている私に向かい、「準備をしっかり行い、自信を持ってがんばり

なさい。やればできる。」と励ましてくださいました。その言葉が、とて

もうれしくて今でも忘れられません。初めて教壇に立った時の気持

ちを大切にしたい思いから、私がこれまで担任したクラスでは、学

級通信のタイトルは「やればできる」としています。自分の可能性を

信じて取り組み、達成感を味わい、積み重ねていくことで、充実した

学校生活を送りましょう。 

「Dear」という言葉は、手紙の最初に「〇〇さん

へ」という意味で使います。学級通信は、連絡事項

を載せたり、何かをただ報告したりするだけのプリン

トではありません。担任はこの１枚の学級通信で、皆

さんの様子や頑張り、自分が感じていることなどを

「手紙のように」たくさん伝えたいと思っています。 

やればできる☆ 

  

 大宮中学校の全ての先生が熱い思いを持っています。日々の学校生活の中でたくさん話をして、熱い思いを交流してい

きましょう！また、一年間人権学習でたくさんのことも一緒に学んでいきましょうね！ 


